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先天性の色覚特性は、男子の 20 人に 1 人、女子の 500 人に 1 人の割合にみられま

す。色が全く分からない、というわけではなく、色によって見分けにくいことがある

程度で、日常生活にはほとんど不自由はありません。しかし、状況によっては、色を

見誤って周囲から誤解を受けることや、色を使った授業の一部が理解しにくいこと等

があります。また、職業・進路選択に当たり、自分自身の色の見え方を知っておくこ

とは大変大切なことです。 

そこで、保健室では、簡易の色覚スクリーニング検査（石原式）が受けられます。

検査後、必要な場合は眼科での精密検査をお勧めしますので、まず保健室での検査を

希望する場合は、担任・副担任の先生もしくは保健室まで、ご相談ください。 
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⚠ 梅雨型熱中症に注意 ⚠ 

 梅雨の時期特有の高湿度な環境下において、体がまだ暑さに慣れてい

ないことから、体温調節がうまくできずに発症します。重症化しやすい

のも特徴の一つです。「気温がそれほど高くないから」「室内だから」と

油断は禁物です。こまめな水分補給や適切な室温管理を行い、少しずつ

体を暑さに慣れさせて、熱中症を予防しましょう。 
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